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３．事後評価結果 

 

本研究は実行時コンパイラの構成法に新しい手法を提案し、高性能なプログラミング言語処理系

を比較的少ない労力で開発する道を拓いた。実行時コンパイラは Pythonや JavaScriptなどの現代

的なプログラミング言語を高速実行するために欠かせない基本部品である。本研究で開発した手法

をメタ実行時コンパイラフレームワークと呼ばれるシステムに適用すると、少ない労力で様々なコ

ンパイル手法に対応するように拡張できる。本研究ではこの手法を RPython という Python 用の有

力なフレームワークに実際に適用して、その効果を実証した。当該分野の研究は実際に動く実用シ

ステムに実装して提案手法の効果を実証するまでに時間を要するが、本研究は ACT-Xの短い期間に

実装・実証を行い、数編の論文を発表するところまで研究を進めている。いわゆる一流国際会議論

文を発表するところまでには至っていない点は残念だが、今後さらに実装・実証を進めて、提案手

法をより実用的かつ高度なものに発展させ、論文発表することが期待される。 


